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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
す
が
す
が

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
市
政
運
営
に
対

し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成
18
年
の

市
町
村
合
併
か
ら
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
更
な

る
発
展
に
向
け
て
の
思
い
を
新
た
に
し
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。
10
年
の
集
大
成
と
し
て
挙
行
い
た

し
ま
し
た
合
併
10
周
年
記
念
式
典
は
、
多
数
の
ご

来
賓
や
関
係
各
位
の
ご
臨
席
に
よ
り
盛
大
に
挙
行

す
る
こ
と
が
で
き
、
合
併
10
周
年
を
記
念
し
制
作

し
ま
し
た
「
喜
多
方
市
民
の
歌
」
も
、
情
緒
あ
ふ
れ

る
歌
詞
と
親
し
み
や
す
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
よ
り
、

今
後
、
末
永
く
歌
い
継
が
れ
て
い
く
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
10
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球

大
会
に
お
い
て
は
、
喜
多
方
市
チ
ー
ム
が
会
津
勢

初
と
な
る
優
勝
の
栄
誉
に
輝
き
、
記
念
す
べ
き
節

目
の
年
に
大
会
制
覇
の
素
晴
ら
し
い
華
を
添
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
９
カ
月
が
経
過
し
、

本
市
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
農
畜
産
物
な
ど
の

風
評
被
害
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
首
都
圏
や
関

西
方
面
、
沖
縄
ま
で
、
各
関
係
機
関
と
と
も
に
私
自

ら
が
出
向
き
、
安
全
・
安
心
で
質
の
よ
い
喜
多
方

産
の
米
や
野
菜
、
牛
肉
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売
促
進

に
努
め
る
な
ど
、
風
評
被
害
の
払
拭
に
向
け
全
力

で
取
り
組
み
を
続
け
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
着
実

に
表
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
で
は
、
10
年
後
の
将
来
像
と
そ
の
実

現
に
資
す
る
施
策
の
指
針
と
な
る
、
新
し
い
喜
多

方
市
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
、
医
療
・

福
祉
・
教
育
の
充
実
や
雇
用
の
場
の
確
保
な
ど
、

課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
若
者
の
定
住
促

進
や
経
済
状
況
の
安
定
化
へ
向
け
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
産
業
の
振
興
を
強
力
に
推
し
進
め
る
と
と
も

に
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
、
活

力
と
希
望
に
満
ち
た
暮
ら
し
と
「
躍
進
す
る
風
格

あ
る
喜
多
方
」
の
実
現
の
た
め
に
、
最
大
の
努
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
活
気
に
満
ち
た
輝
か
し
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

力
強
い
産
業
の
振
興
で
活
力
と

　
　
　

希
望
に
満
ち
た
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
て

市　長

山口　信也
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市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満

ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
併
せ
て
、
日
頃
よ
り

市
政
発
展
の
た
め
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
長
就
任
か
ら
２
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
市
民

に
貢
献
す
る
市
議
会
の
理
念
を
追
求
し
、
透
明
性

の
高
い
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
新
年
を
迎
え
て
、
決
意
も
新

た
に
、
引
き
続
き
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
国
外
の
情

勢
に
つ
い
て
は
、
移
民
問
題
に
端
を
発
し
た
英
国

の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
や
米
国
で
は
世
界
中
の
注
目

を
集
め
た
大
統
領
選
を
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏

が
制
す
る
な
ど
、
大
き
な
変
革
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
か
ら
保
護
主
義
的

な
流
れ
に
一
転
し
、
日
本
に
お
い
て
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や

防
衛
問
題
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

わ
が
国
と
し
て
は
、
米
国
は
も
と
よ
り
、
周
辺

諸
国
と
の
友
好
関
係
を
い
か
に
築
き
上
げ
る
か

が
、
政
府
の
最
重
要
課
題
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

次
に
国
内
で
は
、
先
月
、
Ｉ
Ｒ
推
進
法
案
（
カ
ジ

ノ
法
案
）
が
、
国
民
世
論
の
十
分
な
成
熟
を
ま
た

ず
、
国
会
に
お
い
て
成
立
さ
れ
、
今
な
お
論
議
が

交
わ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
洲
市
場
移
転
の
問
題
、
さ
ら
に
は
、
２

０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
施
設
建
設
に
関
し
て
も
論
議

が
交
わ
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
る
現
在
、
復
興
の
道
半
ば
で
あ
る
福
島

県
と
し
て
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
目
先
の
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
将
来
に
向
け
た
有
効
な
施
策
が
重

要
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
昨
年
、
合
併
10
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
節
目
の
年
に
、
市
町
村
対
抗
福

島
県
軟
式
野
球
大
会
に
お
い
て
、
本
市
代
表
チ
ー

ム
が
優
勝
す
る
嬉
し
い
出
来
事
も
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
10
年
、
20
年
後
の
本
市
が
、
市
民
の

皆
様
に
と
っ
て
、
暮
ら
し
や
す
い
故
郷
と
な
る
よ

う
、
私
た
ち
議
員
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
の
役

割
と
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
常
に
市
民
の
目
線

で
物
事
に
お
け
る
基
準
と
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
な

が
ら
判
断
・
決
定
を
す
る
と
と
も
に
、
市
議
会
の

機
能
・
権
能
の
強
化
と
議
会
改
革
の
推
進
に
対
し

て
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

引
き
続
き
叱
咤
激
励
、
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

不
断
の
改
革
を
実
践
し
、

「
市
民
生
活
の
向
上
、自
治
の
発
展
」に
機
能
す
る
議
会
へ

新年のごあいさつ新年のごあいさつ

市議会議長

渡部　孝雄
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日
中
、保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
留

守
家
庭
に
な
る
児
童
を
対
象
に
、学
校
の

授
業
終
了
後
の
生
活
の
場
を
提
供
し
、遊

び
や
そ
の
他
の
活
動
を
通
じ
て
児
童
の
健

全
育
成
を
図
る
た
め
、放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。

●
実
施
期
間

平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平
成
30
年
３
月
31

日（
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
な
ど
を

除
く
）

●
実
施
時
間

下
校
時
〜
午
後
６
時

（
土
曜
日
お
よ
び
春
、夏
、冬
休
み
期
間
は

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
）

●
対
象

　

原
則
と
し
て
保
護
者
が
就
労
な
ど
に
よ

り
日
中
い
な
い
家
庭
の
小
学
校
就
学
児
童

※

４
月
か
ら
松
山
・
慶
徳
小
学
校
区
は
実

施
施
設
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
経
費

①
月
額
２
０
０
０
円（
同
時
に
兄
弟
な
ど

で
利
用
の
場
合
、２
人
目
以
降
か
ら
児
童

１
人
に
つ
き
月
額
１
０
０
０
円
）

②
お
や
つ
代
な
ど
の
実
費　

児
童
１
人
に

つ
き
月
額
２
０
０
０
円

③
そ
の
他
保
護
者
会
費
な
ど
が
別
途
掛
か

り
ま
す

●
申
し
込
み
方
法

　

各
実
施
施
設
に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま

す
。１
月
12
日（
木
）〜
31
日（
火
）ま
で
に

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

各
総
合
支
所
地
区
内
に
あ
る
児
童
ク
ラ
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平
成
29
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

登
録
申
請
受
付

〜
子
育
て
支
援
体
制
を
充
実
〜

〜
子
育
て
支
援
体
制
を
充
実
〜

安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る

環
境
づ
く
り

安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る

環
境
づ
く
り

「放課後児童クラブ」「放課後児童クラブ」

「幼児クラブ」「幼児クラブ」

学校の授業終了後の生活の場を提供
遊びやその他の活動を通じた児童の健全育成
学校の授業終了後の生活の場を提供
遊びやその他の活動を通じた児童の健全育成

集団遊びの中からふれあいを深め社会性を養う
保護者の皆さんの交流
集団遊びの中からふれあいを深め社会性を養う
保護者の皆さんの交流

放課後児童クラブの一覧
児童
クラブ名 実施施設 電話番号 募集

人員
対象
学区

受入
学年

中 央 中央児童館 ☎(22)1766 70 人

第一小

１～３

し き み

第一小学校
内 ☎(22)1851

30 人 4～６

ＮＴＴ喜多
方ビル内 40 人 1～３

喜 多 方 喜多方児童
クラブ館 ☎(22)8055 70 人 第二小 １～６

松 山
松山児童ク
ラブ館 ☎(22)2757 ６0 人 松山小 １～６

上 三 宮 上三宮児童
館 ☎(24)2288 40 人 上三宮小 １～６

岩 月 岩月児童館 ☎(22)2889 40 人 第三小 １～６

関 柴 関柴児童館 ☎(22)1190 40 人 関柴小 １～６

熊 倉 熊倉児童館 ☎(23)2582 40 人 熊倉小 １～６

慶 徳
慶徳児童ク
ラブ館 ☎(22)1901 50 人 慶徳小 １～６

豊 川 豊川児童館 ☎(22)0266 40 人 豊川小 １～６

熱塩加納 伝田館内
熱塩加納総合
支所住民課 
☎(36)2113

40 人 熱塩小
加納小 １～６

塩 川 やすらぎの
家内

塩川総合支所
住民課
☎(27)2153

80 人 塩川小 １～６

堂 島 堂島児童ク
ラブ館 35 人 堂島小 １～６

姥 堂 姥堂小学校
内 13 人 姥堂小 １～６

駒 形 駒形児童ク
ラブ館 50 人 駒形小 １～６

や ま と 山都小学校
内

山都総合支所
住民課
☎(38)3821

40 人 山都小 １～６

高 郷 高郷児童ク
ラブ館

高郷総合支所
住民課
☎(44)2113

20 人 高郷小 １～６

※実施施設および募集人員などについては、変更になることがあります
※募集人員を超えた場合の登録については低学年を優先、または選考により決定
することがあります
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認知症になったら何もわからなくな
ってしまうの？～シリーズ第３弾～
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ブ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
総
合
支
所
住
民
課
窓
口

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
先
着
順
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）。

●
受
付
時
間

日
曜
日
を
除
く　

午
後
１
時
〜
６
時

※

各
総
合
支
所
窓
口
は
土
、日
曜
日
を
除

く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
と
な
り
ま

す
。

　
　
　

中
央
児
童
館

☎（
22
）１
７
６
６ 

ま
た
は
各
総
合
支
所
住

民
課

　

親
と
子
の
遊
び
や
友
達
と
の
集
団
遊
び

の
中
か
ら
ふ
れ
あ
い
を
深
め
社
会
性
を
養

う
こ
と
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場

と
し
て「
幼
児
ク
ラ
ブ
」を
開
催
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

平
成
29
年
４
月
〜
平
成
30
年
３
月

（
小
学
校
の
春
・
夏
・
冬
休
み
期
間
な
ど
除
く
）

●
実
施
曜
日
・
時
間

毎
週　
木
曜
日　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
活
動
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
）

●
対
象
者　

平
成
25
年
４
月
２
日
〜
27
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児（
２
〜
３
歳
児
）

と
そ
の
保
護
者

※

平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
に
満
２
才
歳
に

な
っ
た
幼
児
は
年
度
途
中
に
加
入
で
き
ま
す
。

●
経
費

①
お
や
つ
代
な
ど
の
実
費　

月
額
１
０
０

０
円

②
保
護
者
会
費　

年
額
１
０
０
０
円

●
活
動
内
容　

自
由
遊
び
、制
作
活
動
、そ

の
他
合
同
行
事
な
ど

●
申
込
期
間

１
月
12
日（
木
）〜
31
日（
火
）※

日
曜
日
を

除
く　

午
後
１
時
〜
６
時

●
申
し
込
み
方
法　

各
実
施
施
設
に
申
込

用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、印
鑑
持
参
の
う

え
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

下
記
一
覧
の
実
施
施
設

問
申

平
成
29
年
度

幼
児
ク
ラ
ブ
入
会
者
募
集

幼児クラブの一覧
クラブ名 実施施設名・電話番号 募集人員 対象地区の目安

ひ よ こ ク ラ ブ 中央児童館
☎(22)1766 20 人 第一小学区の地区

い ち ご ク ラ ブ 喜多方児童クラブ館
☎(22)8055 20 人 第二小学区の地区

どんぐりクラブ 松山児童クラブ館
☎(22)2757 20 人

松山小学区の地区、
上三宮、熱塩加納、塩川、
山都、高郷

さくらんぼクラブ 岩月児童館
☎(22)2889 20 人 第三小学区の地区、熱塩

加納、塩川、山都、高郷

たんぽぽクラブ 関柴児童館
☎(22)1190 20 人 関柴、熱塩加納、塩川、

山都、高郷

ひまわりクラブ 熊倉児童館
☎(23)2582 20 人 熊倉、熱塩加納、塩川、

山都、高郷

にこにこクラブ 慶徳児童クラブ館
☎(22)1901 20 人 慶徳、熱塩加納、塩川、

山都、高郷

ちびっこクラブ 豊川児童館
☎(22)0266 20 人 豊川、熱塩加納、塩川、

山都、高郷

※応募人員により２つ以上のクラブ合同で実施する場合があります。

問
申



認知症の人は何もわからないのではありません。
今の自分の状態が一番不安で、やり場のない苦しみや悲しみ
を感じているのです。

広報きたかた　2017. １　⑥☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

　「大きな約束を忘れた」「何の苦もなくできた家事や仕事がうまくいかなくなった」など、今までできていた
ことが徐々にできなくなってきます。その変化に最初に気づくのは本人です。
　認知症になった時に多くの人が「私は忘れてなんかいない」「病院に行く必要はない」と言い、家族を困らせ
ます。これは「（私が認知症だなんて、）そんなはずはない…」という、やり場のない苦しみや悲しみから自分を
守ろうとする自衛反応と言えます。
　認知症の人の本当の心を理解する事は、容易ではありません。しかし、認知症の人の隠された悲しみの表現
であることを知ることはとても大事なことなのです。

特集認知症
～ シリーズ第３弾 ～

認知症の人と接するときの７つのポイント

●認知症の本人が感じている想いとは…
　多くの認知症の人が自分の中に起きている変化を周囲に気づかれないように隠そうとします。
　そのため、もの忘れなどを指摘されるとイライラして怒りっぽくなることがあります。家族からみれば、
以前と人柄が変わり、自分勝手になったように見えるかもしれませんが、本人は今、誰にも言えない不安を
一人で抱えている状態であることを理解してあげてください。

【認知症相談窓口】 高齢福祉課　介護保険・予防室☎（24）5242問

になったら何もわからなくなってしまうの？

ゆっくり、はっきりと
話そう

相手の視野に入ってから
声かけしようまずは見守ろう

相手の言葉を
傾聴しよう

なるべくひとりで
声かけしよう

余裕をもって
対応しよう

目線を合わせて
やさしく話そう

認知症のことで心配なこと、知りたいことがありましたら、下記の相談窓口にご連絡ください。
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平成29年１月から
「介護予防・日常生活支援総合事業」が

スタート
●介護予防・日常生活支援総合事業とは？
　高齢者が住み慣れた地域で生活を続けられるよう、自ら要介護状態になることを予防するため、介護保険
制度に「介護予防・日常生活支援総合事業」が創設されました。
　65歳以上の方の心身状態や必要性に合わせて、「介護予防・生活支援サービス事業」や「一般介護予防事業」
を利用することができます。

●要支援１、要支援２の介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）と介護予防通所介護（デイ
　サービス）はどうなるの？
　平成29年1月からは、「要支援１」「要支援２」の方が利用する「ホームヘルプサービス」と「デイサービス」は、
これまでの「介護保険」のサービスから、「介護予防・日常生活支援総合事業」のサービスに変わります。

●要支援１、要支援２、事業対象者のホームヘルプサービスとデイサービスの利用の方法は？

“安心してください”　これまでと同様の手続きとなります。
①要介護認定申請し、「要支援１」「要支援２」の認定を受ける。

↓

②地域包括支援センターで、介護予防ケアプランまたは介護予防ケアマネジメントを作成する。
↓
③ホームヘルプサービスとデイサービスを利用する。

ポ
イ
ン
ト

「自立」の認定を受けた場合でも、「基本チェックリスト」を受け、該当者（事業対象者）になると、地域包括支援セン
ターで介護予防ケアマネジメントを作成し、ホームヘルプサービスとデイサービスを利用することができるよう
になりました。

※ホームヘルプサービスとデイサービスを利用する場合は、必ず要介護認定申請し、認定を受けることが
　必要です。
※①で「要介護１～５」の認定を受けた方は、これまでどおりの「介護サービス」を利用できます。

高齢福祉課　介護保険・予防室☎（24）5231 または☎（24）5242問

事業名 サービス名 サービス内容

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

介護予防・生活支援
サービス事業

①訪問型サービス
ホームヘルパーが訪問して、日常生活でのさまざまな
身体介護や生活援助などを行います。

②通所型サービス
通所介護施設(デイサービスセンター)などで、日常生活
でのさまざまな支援、生活機能を向上させるための機能
訓練など高齢者の通いの場を提供します。

③生活支援サービス
高齢者の栄養改善を目的とした配食サービスや高齢者
の見守りサービスなどを充実していきます。

一般介護予防事業 －
65歳以上の全ての方が介護予防を目的に利用すること
ができます。脳ハツラツ教室、太極拳ゆったり体操、足腰
元気教室などがあります。

利用負担については、これまでと同様に１割または２割負担です。



　

　

妊
娠
に
気
づ
い
た
ら
、早
め
に
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

医
療
機
関
で
妊
娠
が
確
認
で
き
た
ら
、

市
の
窓
口
に
で
き
る
だ
け
早
く
妊
娠
の
届

出
を
し
ま
し
ょ
う
。窓
口
で
は
、母
子
健
康

手
帳
の
交
付
と
と
も
に
、妊
婦
健
康
診
査

を
公
費
の
補
助
で
受
け
ら
れ
る
受
診
券

や
、保
健
師
に
よ
る
相
談
・
各
種
の
情
報

提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

妊
婦
健
康
診
査
は
、母
子
の
健
康
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。自

覚
症
状
が
な
く
順
調
に
見
え
て
も
、ト
ラ

ブ
ル
が
隠
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
気
が
か
り
な
こ
と
が
な
く
て
も
定

期
的
に
受
診
し
、健
康
状
態
や
胎
児
の
育

ち
具
合
を
確
認
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　

た
ば
こ
に
は
ニ
コ
チ
ン
や
一
酸
化
炭
素

な
ど
有
害
な
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。ニ
コ
チ
ン
は
血
管
を
収
縮
し
、一
酸
化

炭
素
は
酸
素
の
運
搬
を
妨
げ
、胎
児
を
低

酸
素
状
態
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。赤
ち
ゃ

ん
が
低
出
生
体
重
児
に
な
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。ま
た
、切
迫
早
産
や
前
期
破

水
な
ど
を
起
こ
り
や
す
く
し
、胎
児
の
発

育
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。妊
婦
自
身
は

も
ち
ろ
ん
周
囲
の
方
も
妊
産
婦
の
そ
ば
で

喫
煙
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。出
産
後
、喫
煙

を
再
開
し
て
し
ま
う
お
母
さ
ん
も
い
ま
す

が
、た
ば
こ
は
母
乳
分
泌
に
も
影
響
が
あ

り
、受
動
喫
煙
で
赤
ち
ゃ
ん
が
呼
吸
器
の

病
気
を
起
こ
し
や
す
く
な
っ
た
り
Ｓ
Ｉ
Ｄ

Ｓ（
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
）の
危
険
が
高

く
な
り
ま
す
。

　

お
酒
も
胎
児
や
母
乳
に
影
響
を
与
え
ま

す
。ア
ル
コ
ー
ル
は
胎
盤
を
通
し
や
す
い

た
め
、妊
娠
中
の
全
期
間
を
通
じ
て
飲
酒

は
や
め
ま
し
ょ
う
。授
乳
中
も
母
乳
を
通

し
て
ア
ル
コ
ー
ル
が
赤
ち
ゃ
ん
に
移
行
し

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、飲
酒
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

　

妊
娠
中
は
胎
児
や
胎
盤
の
発
育
の
た
め

に
鉄
の
必
要
量
は
増
加
し
ま
す
。そ
の
た

め
、妊
娠
中
は
鉄
欠
乏
性
貧
血
に
な
り
や

す
い
も
の
で
す
。

　

平
成
27
年
度
妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
た

中
で
妊
娠
後
期
に
は
41
・
４
％
の
妊
婦
さ

ん
が
貧
血
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

軽
い
貧
血
の
場
合
は
自
覚
症
状
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、重
い
貧
血
で
は
、動
悸
、息
切

れ
、疲
れ
や
す
い
、脱
力
感
、立
ち
く
ら
み

な
ど
の
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。ま
た
、重
症

の
場
合
は
微
弱
陣
痛
や
出
産
時
の
大
量
出

血
、シ
ョ
ッ
ク
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。出
産
後
の
回
復
が
遅
れ
た
り
、母

乳
の
出
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

貧
血
予
防
の
た
め
に
は
、鉄
分
が
豊
富

な
、バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
る
こ
と

で
す
。

　

動
物
性
の
た
ん
ぱ
く
質
や
、鉄
分
の
吸

収
率
を
高
め
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
含
む
食
品

を
食
べ
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

広報きたかた　2017. １　⑧☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

安心・安全な
妊娠・出産のために

　母子ともに健やかな妊娠や出産を迎えられるように、さまざまな事業を行って
います。今回は快適なマタニティライフを送るために押さえておきたいポイント
などとあわせて紹介します。

◇
妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら…

◇
た
ば
こ
・
お
酒
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

◇
妊
娠
中
に
起
こ
り
や
す
い『
貧
血
』！

◇
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で
予
防
を
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市
で
は
特
定
不
妊
治
療
を
行
う
ご
夫
婦

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
治
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

保
健
課　
健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
、栄
養

の
代
謝
と
、食
べ
方
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
教
室
を
、４
回
シ
リ
ー
ズ

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
話
や
参
加
者
同
士
の
お
話
で
健
康
に

つ
い
て
考
え
、バ
ラ
ン
ス
食
の
調
理
実
習
・

試
食
で
、い
つ
も
の
食
事
と
比
較
し
、不
足

や
と
り
す
ぎ
が
な
い
か
確
認
し
ま
す
。い

つ
も
使
っ
て
い
る
茶
碗
を
持
参
し
、ご
飯

の
量
の
確
認
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

《
参
加
者
募
集
中
》

　

開
催
場
所
は
、市
保
健
セ
ン
タ
ー
、夢
の

森
、塩
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、山
都
保
健

セ
ン
タ
ー
、カ
イ
ギ
ュ
ウ
ラ
ン
ド
高
郷
で

す
。日
時
・
内
容
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

保
健
課　
健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

問

問 ◇
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業
に
つ
い
て

栄
養
教
室「
み
ん
な
の
ご
は
ん
」開
催
中

笑
う
門
に
は「
福
」と「
健
康
」来
る

　　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。今
回
は「
笑
い
」の
話
で
す
。最

近
の
研
究
で
、「
笑
い
」（
声
を
出
し
て
、

笑
顔
で「
あ
は
は
は
」と
笑
う
こ
と
）が

健
康
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
笑
い
」は
緊
張
と
ス
ト
レ
ス
を
和
ら

げ
、免
疫
機
能
を
上
げ
、病
気
に
か
か
り

に
く
く
し
て
く
れ
ま
す
。ま
た
、笑
う
こ

と
で
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン（
い
わ
ゆ
る〝
脳

内
麻
薬
〞）が
分
泌
さ
れ
、幸
せ
な
気
分

を
も
た
ら
し
、痛
み
を
感
じ
に
く
く
し

て
く
れ
ま
す
。実
際
、よ
く
笑
う
人
は
動

脈
硬
化
が
進
み
に
く
い
、血
糖
が
上
が

り
に
く
い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
健
康
改

善
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、笑
う
こ
と
が
少
な
い
高
齢
者

ほ
ど
認
知
機
能
が
低
下
し
や
す
く
、外

出
す
る
機
会
も
少
な
い
の
で
身
体
機
能

も
低
下
し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

科
学
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
効
用
が
認
め

ら
れ
て
い
る「
笑
い
」で
す
が
、人
間
は

年
を
取
る
ほ
ど
笑
わ
な
く
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。日
本
の
統
計
で
は
、小
学
生

は
１
日
平
均
３
０
０
回
笑
い
ま
す
が
、

20
歳
の
人
は
１
日
20
回
、70
歳
の
人
は

１
日
２
回
し
か
笑
わ
な
い
よ
う
で
す
。

笑
い
は
、理
性
、情
緒
、ユ
ー
モ
ア
な
ど
、

脳
の
最
も
進
化
し
た
人
間
ら
し
い
部
分

を
使
う
、い
わ
ば
最
高
の「
脳
ト
レ
」で

す
。そ
し
て
笑
い
は
自
分
の
喜
び
や
活

力
の
元
に
な
る
だ
け
で
な
く
、周
り
の

人
の
緊
張
や
不
安
も
和
ら
げ
て
場
を
和

ま
せ
、人
と
人
の
間
の
垣
根
を
取
り

払
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
「
笑
う
の
は
苦
手
」と
感
じ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、実
は
心

か
ら
笑
っ
て
い
な
く
て
も
、笑
顔
を

作
っ
て
笑
い
声
を
出
す
だ
け
で
、本
当

に
笑
っ
た
時
と
同
じ
健
康
改
善
効
果
が

得
ら
れ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

何
か
と
気
が
滅
入
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス

が
多
い
昨
今
で
す
が
、毎
日
少
し
で
も

明
る
い
話
題
、楽
し
い
話
題
を
探
し
、作

り
笑
い
で
も
笑
顔
と
笑
い
を
絶
や
さ
ず

に
過
ご
し
て
い
れ
ば
、「
福
」と「
健
康
」

が
い
つ
の
間
に
か
、よ
り
身
近
な
も
の

に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

喜多方市 地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」

センター長　武田 　仁

【
参
加
者
の
声
】

・
自
分
の
ご
飯
の
量
が
わ
か
り
、
こ
れ

　

ま
で
よ
り
少
な
く
す
る
よ
う
に
し
た

　

ら
体
重
が
減
っ
た
。

・
薄
味
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
調

　

味
料
が
減
ら
な
く
な
っ
た
。
薄
味
に

　

も
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
た
。

・
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
野
菜
、
き
の
こ
、
こ
ん
に
ゃ
く
を
意

　

識
し
て
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　妊産婦さんに対する配慮を周囲の皆さん

にお願いするためのマークです。周囲の方

の温かな配慮が、安心・安全な妊娠出産に

つながります。日常生活のなかで、マタニ

ティマークを付けた妊産婦さんを見かけた

ら、配慮をお願いします。

※マタニティマークは母子健康手帳交付の

際に妊婦さんにお渡ししています。
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12
月
４
日
喜
多
方
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、前
人
未
到
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
４

連
覇
を
成
し
遂
げ
た
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
競

技　

伊
調 

馨
選
手
と
日
本
レ
ス
リ
ン
グ

協
会 

福
田 

富
昭
会
長
を
お
招
き
し
、ス

ポ
ー
ツ
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
、市
内
外
か
ら
約
１
０
０

０
人
の
皆
さ
ん
が
聴
講
に
訪
れ
、伊
調
選

手
と
福
田
会
長
と
の
対
談
や
質
問
コ
ー

ナ
ー
、レ
ス
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
実
技
披
露
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

伊
調
選
手
は
、レ
ス
リ
ン
グ
を
続
け
る

原
動
力
は
、大
好
き
な
お
酒
で
す
と
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
話
し
、会
場
を
大
い
に
沸

か
せ
て
い
ま
し
た
。今
後
の
更
な
る
ご
活

躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

講
演
会
の
要
旨
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

11
月
20
日
に
第
28
回
市
町
村
対
抗
福
島

県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、喜

多
方
市
チ
ー
ム
は
、総
合
12
位
、市
の
部
９

位
で
し
た
。

　

４
区
の
加
藤
選
手
、６
区
の
長
嶋
選
手
、

７
区
の
平
野
選
手
が
区
間
上
位
と
な
る
な

ど
、各
選
手
が
積
極
的
な
走
り
を
見
せ
ま

し
た
。

　
　

（
公
財
）喜
多
方
市
体
育
協
会（
押
切
川

公
園
体
育
館
内
）

☎（
23
）０
７
７
１

生 涯 学 習 の 広 場

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

第
28
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

問

兄弟で襷を繋いだ
２区一重 祐樹さんと
３区一重 伊吹さん

兄妹で襷を繋いだ
９区佐藤 愛笑さんと
10区佐藤 貴洋さん

喜多方桐桜高校レスリング部員と喜多方レスリングクラブスポーツ
少年団の子どもたちがステージ上で実技を披露し、伊調選手から

アドバイスが送られた。

伊調選手と福田会長との対談講演

ふくしま駅伝 喜多方市チームの選手と成績

区間 氏 名 所 属 通算順位
1区 遠藤 胡都子 喜多方東高2年 27
2区 一重 祐樹 喜多方高3年 22
3区 一重 伊吹 塩川中3年 22
4区 加藤 伸治 赤帽 17
5区 清野 太雅 喜多方高1年 14
6区 長嶋 祐二郎 神町自衛隊 13
7区 平野 大樹 塩川中3年 11
8区 塚野 楓 第三中3年 11
9区 佐藤 愛笑 第三中3年 10
10区 佐藤 貴洋 武蔵野学院大2年 10
11区 関本 愛花 塩川中3年 10
12区 塚原 史章 喜多方市役所 13
13区 大場 悠 (医)平成会 12
14区 穴澤 友崇 会津学鳳高1年 11
15区 大柿 利奈 第一中2年 10
16区 荒川 遊 喜多方高3年 12
補欠 若菜 優雅 ポリテクセンター訓練生 －
〃 山田 祐希 喜多方高2年 －
〃 渡部 空 会津学鳳高2年 －
〃 蓮沼 伸幸 第三中3年 －
〃 浅見 乃絵 山都中3年 －
〃 穴澤 美羽 第三中3年 －

監
督
コ
メ
ン
ト

　

大
会
に
際
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
熱
い
声
援
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は「
市
の
部
６
位
入
賞
、

総
合
７
位
以
上
」を
目
標
に
レ
ー
ス
に

挑
み
、選
手
た
ち
は
全
力
を
尽
く
し
ま

し
た
が
、目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、選
手
た
ち
が
流
し
た
悔
し

涙
は
、必
ず
来
年
に
つ
な
が
る
も
の
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　

合
同
練
習
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
、活
動
を
深
く
ご
理
解
く
だ
さ

り
、候
補
選
手
た
ち
を
常
に
励
ま
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
対
し
ま
し
て
、

改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  

監
督　

長
澤　

恵
輔
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20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
、日
本
年
金

機
構
よ
り
書
類（
左
参
照
）が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。そ
の
後
、年
金
事
務
所
か
市
役
所
の

市
民
課
窓
口
に
必
要
書
類
を
提
出
く
だ
さ

い
。窓
口
を
訪
れ
る
の
が
困
難
な
方
は
必

要
書
類
に
記
入
後
、年
金
事
務
所
へ
書
類

を
郵
送
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

●
必
ず
提
出
が
必
要
な
書
類

「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
書
」

●
納
付
場
所

各
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

※

年
金
事
務
所
や
市
役
所
窓
口
で
は
納
付

で
き
ま
せ
ん
。

●
納
付
書
の
種
類

誕
生
月
〜
３
月
分（
一
括
払
い
分
）、各
月

払
い
分　

な
ど

☆
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま

す
。

　

銀
行
口
座
の
印
鑑
、基
礎
年
金
番
号
が

わ
か
る
も
の（
年
金
手
帳
な
ど
）が
必
要
で

す
。

申
請
し
承
認
さ
れ
る
と
年
金
保
険
料
の
免

除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

学
生
の
方

「
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
」

◆
必
要
な
も
の　

学
生
証
の
コ
ピ
ー（
表

と
裏
の
両
面
）ま
た
は
在
学
証
明
書
、印
鑑

一
般
の
納
付
困
難
な
方

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
」

◆
必
要
な
も
の　

印
鑑
、雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証（
離
職
し
た
方
）な
ど

●
会
津
若
松
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
２（
27
）５
３
２
１

【
所
在
地
】〒
９
６
５-

８
５
１
６

会
津
若
松
市
追
手
町
５-

16

月
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
、

火
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
、第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時

※

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
が
午

後
７
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

●
市
役
所　

市
民
課 

市
民
窓
口
班

☎（
24
）５
２
２
６
ま
た
は
各
総
合
支
所
住

民
課

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※

市
役
所
で
の
手
続
き
に
は
、制
限
が
あ

り
ま
す
。内
容
に
よ
っ
て
は
年
金
事
務
所

を
ご
案
内
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法

ま
ず
は
年
金
資
格
取
得
の
手
続
き

保
険
料
の
免
除
制
度

お
問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

二
十
歳
が
ス
タ
ー
ト
！
国
民
年
金

第１号被保険者

第２号被保険者

第３号被保険者

年金加入者（被保険者）は３種類
～自分の年金の種類を確認してみましょう～


